
第３学年１組 音楽科学習指導案 
                   日 時 平成２８年１月１５日（金）第５校時 

                   在籍数 男子１７名 女子１６名 

                   指導者 教 諭 都 木 雅 之 

 

１ 題材名 我が国の伝統的な歌唱に親しもう ～長唄を通して～ 

 

２ 題材について 

（１）生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）題材について 

       本題材では、長唄を扱う。教材の『飴売り』（長唄「雨の四季」より）は、リズムがよ

く唄いやすい曲である。この曲をとおして、無声音や鼻濁音などの日本語の特徴にも気

付きながら、歌詞のもつ意味や旋律のおもしろさを味わわせることによって、長唄を親

しむための基本的な事項を身に付け、音楽表現することにつなげていきたい。また、長

唄「勧進帳」は、歌舞伎「勧進帳」の伴奏音楽として用いられている。歌舞伎「勧進帳」

は、これまでも教科書に取り上げられており、源義経や武蔵坊弁慶などが登場する歌舞

伎として、その物語は生徒にとって馴染みやすいものである。この歌舞伎で用いられて

いる長唄の一部分を取り上げた歌唱表現に取り組ませることにより、長唄のもつ音楽的

な特徴を感じ取らせたい。そして、歌舞伎における長唄の役割を場面に合った発声や唄

い方を工夫して表現させるために、鑑賞との関連を図りながら興味・関心を持たせたい

と考え、本題材を設定した。 

 

（３）学習指導要領との関連について 

  本題材は、我が国の伝統的な歌唱に着目し、学習指導要領のＡ表現(１)ア、Ａ表現(１)

イを指導するものとする。 

 



３ 題材の目標 

（１）長唄の特徴に興味・関心をもち、長唄を唄う学習に主体的に取り組む。 

（２）長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を 

  感受しながら、発声や言葉の特性を生かしてどのように表現するかについて思いや意 

  図をもって音楽表現を工夫する。 

（３）長唄にふさわしい声や言葉の特性を生かした音楽表現をするために必要な発声、言 

  葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付けて表現する。 

 

４ 教材について 

（１）長唄「雨の四季」より 池田弥三郎作詞 山田抄太郎作曲 

      「備前の名産水蜜桃～おまけだおまけだ」の『飴売り』の部分 

   長唄の初心者にとっての教材として、明るい雰囲気で取り組みやすく、抑揚や音程 

  差はあるが真似をしやすい曲である。また、歌詞がイメージしやすいので、飴売りの 

  雰囲気を楽しみながら唄うことができると考え選曲した。 

 

（２）長唄「勧進帳」歌舞伎「勧進帳」三世 並木五瓶 作詞 四世 杵屋六三郎 作曲 

 ア 長唄① 「旅の衣は篠懸の～露けき袖やしおるらん」の部分 

   謡いガカリの部分で、発声と言葉の特徴を主に聴き取り、最初に扱う教材としてに

適していると考え選曲した。 

 

 イ 長唄② 「これやこの～山かくす」の部分 

   荷物持ちに変装した義経が、花道に登場する場面の音楽である。三味線とのかけ合 

  いを味わうことができると考え選曲した。 

 

 ウ 長唄③ 「時しも頃はきさらぎの～たち出でて」の部分 

   長唄「勧進帳」を物語として扱いたいと考え、選曲した。ただし、①②を重点的 

  に行うため、この部分は音読で対応する。 

 

５ 学習指導要領の指導事項と〔共通事項〕ア・イの関連及び具体的な学習活動 

指導事項 歌唱ア・・歌詞の内容や曲想を感じ取り、表現を工夫して歌うこと  

歌唱イ・・曲種に応じた発声や言葉の特性を理解して、それらを生か 

      して歌うこと 

〔共通事項〕ア 音色 リズム 旋律 

      イ  拍 拍子 間  

具体的な学習活動 ・長唄に合った発声と

基本的な姿勢に気を

付けて唄う。 

・三味線の音色を感じ

取りながら長唄を唱

う。 

・長唄や歌舞伎音楽の

特徴的な拍や拍子を

感じ取り、表現する。 

・長唄を唄ったり、鑑

賞したりする活動を

通して、長唄の間を

味わう。 

・我が国の伝統音楽の 

 独特な音階を感じ取 

 る。 

・長唄の言葉の抑揚や 

 産字、節尻を感じ取 

 り、表現する。 

 

 

６ 題材の評価規準  

 音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 

題 

材 

の 

長唄の特徴に関心をもち、

音色、リズム、旋律などを

知覚し、それらの働きが生

長唄の音色、リズム、旋律

などを知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲

長唄にふさわしい声や言

葉の特性を生かした音楽

表現をするために必要な



評 

価 

規 

準 

み出す特質や雰囲気を感

受しながら、長唄を唄う学

習に主体的に取り組もう

としている。 

気を感受しながら、発声や

言葉の特性を生かしどの

ように表現するかについ

て思いや意図をもって音

楽表現を工夫している。 

発声、言葉の発音、身体の

使い方などの技能を身に

付けて表現している。 

１時 ○   

２時  ○  

３時   ○ 

４時  ○ ○ 

 

７ 指導と評価の計画（全４時間） 

時 ◆ねらい○学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ☆評価規準と評価方法 

１ 

 

◆長唄の発声や言葉の発音、身体の使い方などに関心をもち、長唄に親しむ。 

○長唄の発声や言葉の発音、身体の使い

方などに関心をもつ。 

・長唄「雨の四季」より『飴売り』を聴 

 き、発声や唄い方、姿勢をどのように 

 すればよいのかを考える。 

・音声から気付くことを考える。 

・映像を視聴して気付くことを考える。 

・何度も音読し、慣れる。 

・口三味線と掛け声の練習をする。 

・三味線の伴奏に合わせて唄う。 

 

○範唱を聴いてどのような歌い方で歌えば

よいかを考えさせる。 

○長唄を唄う際のポイントを知らせる。 

 １．腰を入れて、正座で唄う。 

 ２．モデル演奏のまねをする。 

 ３．言葉を話すように唄う。 

 ４．言葉のリズム、無声音、高低アクセ

ントなどを意識して唄う。 

○無声音（ツ・キ・ヒ）に気を付けさせる 

☆長唄の特徴に関心をもち、音色、リズム、

旋律などを知覚し、それらの働きが生み

出す特質や雰囲気を感受しながら、長唄

を唄う学習に主体的に取り組もうとして

いる。（関 行動観察・演奏聴取） 

２ 

 

 

 

 

◆長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、発声や言葉の特性を生かし、どのように表現するかについて思いや

意図をもって音楽表現を工夫する。 

○長唄の音色、リズム、旋律などを知覚 

 し、それらの働きが生み出す特質や雰 

 囲気を感受しながら、発声や言葉の特 

 性を生かし、どのように表現するかに 

 ついて思いや意図をもって音楽表現を 

 工夫する。 

・本時の学習の見通しをもつ。 

・長唄「雨の四季」より『飴売り』を唄

い、復習する。 

・全員で一回唄う。 

・唄う時に気を付けることを確認する。 

 

・歌舞伎における長唄の役割について知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の主体的な学びを促すために、本時

の１時間の流れを生徒に示す。 

○前時の復習をさせ、長唄の発声や唄い方

の特徴、姿勢等を確認しながら歌わせる。 

○口三味線と掛け声を入れ、三味線と唄の

一体感を感じ取らせる。 

○長唄は、唄・三味線・囃子のチームプレ

ーであることをおさえる。 

 

 

 

※
公
開 

 

（
本
時
） 



・「旅の衣は篠懸の～」（長唄①）を聴き、

声の音色の特徴について、どのような

感じがするか考える。 

・音の高低や旋律の動き、産字、節尻な

どに着目してワークシートに書き込

む。 

 

・作成したワークシートをもとに全体で 

 唄う。 

・音が取れたところでもう一度模範演奏

を聴き、さらに模倣しながら練習をす

る。 

・ペアで唄い合い、アドバイスをする。 

・「これやこの～」（長唄②）の範唱を聴

き、音の高低、産字、節尻に着目して

唄う。 

 

 

・唄いにくかったところや、難しかった

ところを話し合う。 

 

・自己評価を行う。 

 

 

○長唄の特徴をつかむために模範演奏を聴

かせる。（男声・女声の両方を聴かせる） 

○声の音色・声質に関して注目させる。 

○音のみの演奏を聴かせ、音程の高低や旋

律の動きなど、拍に沿って歌詞を書いた

ワークシートに知覚・感受したことを記

入させる。 

○「旅の衣は篠懸の～」の部分を発声と言

葉の特徴に気を付けて唄わせる。 

○音程、節尻、息継ぎ、産字をおさえる。 

○教師の範唱だけでなく、模範演奏をもう

一度聴かせ模倣させる。 

 

○「これやこの～」の部分を音の高低や発

声と言葉の特徴に気を付けて唄わせる。 

○デジタル教科書を活用し、範唱を聴かせ

る。 

○声の音色や節回しの特徴に注目させる。 

○三味線の伴奏と一緒に唄うには、どのよ 

 うに唄うとよいか、考えるきっかけにさ 

 せる。 

○自己評価を行い、活動を総合的に振り返

らせる。 

☆長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、発声や言葉の特性を生か

し、どのように表現するかについて思い

や意図をもって音楽表現を工夫してい

る。（創 ワークシート・演奏聴取） 

３ ◆長唄にふさわしい声や言葉の特性を生かした音楽表現をするために必要な発声、言

葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付けて表現する。 

○長唄にふさわしい声や言葉の特性を生

かした音楽表現をするために必要な発

声、言葉の発音、身体の使い方などの

技能を身に付けて表現する。 

・「寄せの合方」のリズムの特徴を知覚・

感受する。 

・「寄せの合方によるリズムアンサンブ

ル」を練習する。 

・口三味線の練習をする。 

・大鼓、小鼓の唱歌を練習する。 

・「旅の衣は篠懸の～」（長唄①）の部分

を唄う。 

・「これやこの～」（長唄②）の部分を唄

う。 

・「寄せの合方」から「これやこの～」に 

 つなげて唄う。 

 

 

 

 

○三味線・大鼓・小鼓のチームプレーを意

識させて独特な雰囲気を感じ取らせる。 

○何度も練習し、慣れさせる。 

 

 

 

○音程、節尻、息継ぎ、産字を意識して唄

わせる。 

○声の音色・声質と言葉の特徴に気を付け

て唄わせる。 

○三味線との「ずれ」を、知覚・感受させ

る。 



○口三味線、唱歌を通して、三味線や囃子

の雰囲気を感じ取り、長唄の雰囲気を味

わう。 

☆長唄にふさわしい声や言葉の特性を生か

した音楽表現をするために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などの技能を

身に付けて表現している。 

（技 演奏聴取 行動観察） 

４ ◆歌舞伎「勧進帳」の中での長唄の役割を理解し、思いや意図をもって音楽表現する

ために必要な技能を身に付ける。 

○歌舞伎「勧進帳」の中での長唄の役割 

 を理解し、思いや意図をもって音楽表   

 現するために必要な技能を身に付ける。  

・歌舞伎「勧進帳」の物語について知る。 

・今まで学習した部分を、長唄の演奏を

中心にもう一度映像を鑑賞する。 

・物語の流れに沿って演奏する。 

・「旅の衣は篠懸の～」（長唄①）の部分

を唄う。 

・「時しもころは如月の～」（長唄③）を

音読する。 

・「寄せの合方」の口三味線・大鼓・小鼓

の唱歌を唄う。（途中まで） 

・「これやこの～」（長唄②）の部分を唄

う。 

 

 

 

 

・うまくいかなかったところを整理する。 

・長唄のみの映像をみて、さらに表現を 

 工夫する。 

 

 

・もう一度、物語に沿って演奏をする。 

 

 

 

 

 

○埼玉県に昔から伝わる歌舞伎があるこ

とを知る。（「小鹿野歌舞伎」の紹介） 

・感想を記入し、日本の伝統音楽につい

てまとめる。 

 

 

 

○歌舞伎「勧進帳」の物語を分かりやすく

解説し、本時で扱う冒頭部分を特に理解

させる。（ＩＣＴの活用） 

○実際に演奏している部分なので、どのよ

うな効果があるのかを意識させる。 

 

○音読し、歌詞の意味を知ることで、この

場面を理解させる。 

○音程、節尻、息継ぎ、産字や三味線との

「ずれ」など、今まで学習したことがで

きたか、確認させる。 

☆長唄にふさわしい声や言葉の特性を生か

した音楽表現をするために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などの技能を

身に付けて表現している。 

 （技 演奏聴取） 

○自分たちとの演奏と比較させ、歌舞伎の

中の長唄の役割と効果について気付かせ

る。 

○場面を区切って鑑賞させ、長唄の役割や

効果を理解させる。 

☆長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、発声や言葉の特性を生か

し、どのように表現するかについて思い

や意図をもって音楽表現を工夫してい

る。（創 演奏聴取） 

○自分たちが暮らしている地域にも歌舞伎

があることにふれる。 

 

 

 

 

 

 

（
撮
影
の
み
） 

※
非
公
開 



８ 学習指導について 

（１）授業実施日（公開）平成２８年１月１５日（金）第５校時（２／４校時） 

ア 本時の目標 

   長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、発声や言葉の特性を生かし、どのように表現するかについて思いや意

図をもって音楽表現を工夫する。 

 

イ 展開 

○学習内容 ・主な学習活動 ○指導上の留意点 ☆評価規準と評価方法 

・本時の学習の見通しをもつ。 

・長唄「雨の四季」より『飴売り』を唄い、

復習する。 

・唄う時に気を付けることを確認する。 

・全員で一回唄う。 

 

○長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、 

 それらの働きが生み出す特質や雰囲気を 

 感受しながら、発声や言葉の特性を生か 

 し、どのように表現するかについて思い 

 や意図をもって音楽表現を工夫する。 

・本時のねらいを確認する。 

 

・歌舞伎における長唄の役割について知る。 

 

・「旅の衣は篠懸の～」（長唄①）を聴き、

声の音色の特徴について、どのような感

じがするか考える。 

・音の高低や旋律の動き、産字、節尻など

に着目してワークシートに書き込む。 

 

 

 

・作成したワークシートをもとに音読して、

教師の範唱で全体で何度も唄う。 

・音が取れたところでもう一度模範演奏を

聴き、さらに模倣しながら練習をする。 

・ペアで唄い合い、アドバイスをする。 

 

 

・「これやこの～」（長唄②）の範唱を聴き、

音の高低、産字、節尻に着目して唄う。 

 

 

・唄いにくかったところや、難しかったと

ころを話し合う。 

 

 

○生徒の主体的な学びを促すために、本時

の１時間の流れを生徒に示す。 

○前時の復習をさせ、長唄の発声や唄い方

の特徴、姿勢等を確認しながら歌わせる。 

○口三味線と掛け声を入れ、三味線と唄の

一体感を感じ取らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

○長唄は、唄・三味線・囃子のチームプレ

ーであることをおさえる。 

○長唄の特徴をつかむために模範演奏を聴

かせる。 

○声の音色・声質や唄い方に関して注目さ

せる。 

○音のみの演奏を聴かせ、音程の高低や旋

律の動きなど、拍に沿って歌詞を書いた

ワークシートに知覚・感受したことを記

入させる。 

○「旅の衣は篠懸の～」の部分を発声と言

葉の特徴に気を付けて唄わせる。 

○音程、節尻、息継ぎ、産字をおさえる。 

○教師の範唱だけでなく、模範演奏をもう

一度聴かせ模倣させる。（男声・女声両方

聴かせる） 

 

○デジタル教科書を活用し、範唱をきかせ

る。 

○「これやこの～」の部分を音の高低や発

声と言葉の特徴に気を付けて唄わせる。 

○声の音色や節回しの特徴に注目させる。 

○三味線の伴奏と一緒に唄うには、どのよ 

 うに唄うとよいか、考えるきっかけにさ 

 せる。 

歌舞伎「勧進帳」の長唄に挑戦してみよう！ 



・自己評価を行う。 

 

 

 

 

 

○自己評価を行い、活動を総合的に振り返

らせる。 

☆長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、発声や言葉の特性を生か

し、どのように表現するかについて思い

や意図をもって音楽表現を工夫してい

る。（創 ワークシート・演奏聴取） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業実施日（非公開）平成２８年１月２５日（月）第５校時（４／４校時） 

 ア 本時の目標 

 ・ 長唄にふさわしい声や言葉の特性を生かした音楽表現をするために必要な発声、言 

  葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付けて表現する。 

 ・ 長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を 

  感受しながら、発声や言葉の特性を生かしどのように表現するかについて思いや意図 

  をもって音楽表現を工夫する。 

 

イ 展開 

○学習内容 ・主な学習活動 ○指導上の留意点 ☆評価規準と評価方法 

・本時の学習の見通しをもつ。 

 

 

 

○歌舞伎「勧進帳」の中での長唄の役割を理

解し、思いや意図をもって音楽表現するた

めに必要な技能を身に付ける。 

・歌舞伎「勧進帳」の物語について知る。 

○生徒の主体的な学びを促すために、本時

の１時間の流れを生徒に示す。 

 

 

 

 

 

○歌舞伎「勧進帳」の物語を分かりやすく

３年１組だけの長唄「勧進帳」を創り上げよう！  

 

 

 

 

 

長唄①「旅の衣は～」 

    の拡大譜 

 産字 節尻 

大型ＴＶ 

① 本時の学習の流れ 

② 長唄を唄う時 

気を付けること 

③ 映像視聴 

「十分満足できる」（Ａ）と判断される状況 

 ○長唄にふさわしい声を模倣しながら、気付いたことを声の音色や言葉の表現に生かそ 

  うとしている。 

 ○ペア活動で相手に音程、節尻、息継ぎ、産字などについて、具体的にアドバイスをし 

  ている。 

「努力を要する」（Ｃ）と判断される状況への働きかけ 

 ○音程、節尻、息継ぎ、産字の中で、知覚・感受しやすいものを示し、１つでも多くの 

  ことに気付くことができるように支援する。 

 ○一緒に音読したり唄ったりしながら、自信をもって唄えるように支援する。 

 

課題 歌舞伎「勧進帳」の長唄に挑戦してみよう！  

 
・声の音色 

 

・どんな唄い方 
（生徒の意見を 

まとめる） 



・今まで学習した部分を、長唄の演奏を中心

にもう一度映像を鑑賞する。 

・物語の流れに沿って演奏する。 

・「旅の衣は篠懸の～」（長唄①）の部分を唄

う。 

・「時しもころは如月の～」（長唄③）を音読

する。 

・「寄せの合方」の口三味線・大鼓、小鼓の

唱歌を唄う。（途中まで） 

・「これやこの～」（長唄②）の部分を唄う。 

 

 

 

 

 

 

 

・うまくいかなかったところを整理する。 

・長唄のみの映像をみて、さらに表現を工      

夫する。 

 

 

・もう一度、物語に沿って演奏をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○埼玉県に昔から伝わる歌舞伎があること

を知る。（「小鹿野歌舞伎」の紹介） 

・感想を記入し、日本の伝統音楽についてま

とめる. 

 

解説し、本時扱う冒頭部分を特に理解さ

せる。（ＩＣＴの活用） 

○実際に演奏している部分なので、どのよ

うな効果があるのかを意識させる。 

 

○音読することにより、どのような流れで

物語が進んでいくのかも理解させる。 

 

○音程、節尻、息継ぎ、産字や三味線との

「ずれ」など、今まで学習したことがで

きたか、確認させる。 

☆長唄にふさわしい声や言葉の特性を生か

した音楽表現をするために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などの技能を

身に付けて表現している。 

 （技 演奏聴取） 

○自分たちとの演奏と比較させ、歌舞伎の

中の長唄の役割と効果について気付かせ

る。 

○場面を区切って鑑賞させ、長唄の役割や

効果を理解させる。 

〈視点〉 

「旅の衣は篠懸の～」（長唄①） 

能楽の唄い方を取り入れた重々しい唄い

方が特徴的である。 

「時しもころは如月の～」（長唄③） 

 三味線の伴奏が入って盛り上げる。声の

調子も変わる。「月の都を～」から斉唱に

なる。 

「寄せの合方」 

 人物の登場を告げる間奏である。三味線

と囃子の華やかさが特徴である。 

「これやこの～」（長唄②） 

 荷物持ちに変装した義経が花道から登場

する場面で、華やかな歌舞伎の雰囲気を

盛り上げる部分である。 

☆長唄の音色、リズム、旋律などを知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、発声や言葉の特性を生か

しどのように表現するかについて思いや

意図をもって音楽表現を工夫している。

（創 演奏聴取） 

○自分たちが暮らしている地域にも歌舞伎

があることにふれる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「十分満足できる」（Ａ）と判断される状況 

 ○今まで学習してきた長唄の唄い方を理解して表現している。 

 ○各場面をよく理解し、どのような役割や効果があるのかという思いや意図をもって表 

  現を工夫している。 

「努力を要する」（Ｃ）と判断される状況への働きかけ 

 ○音程、節尻、息継ぎ、産字の中で、知覚・感受しやすいものを意識して、模倣するよ 

  うに支援する。 

 ○どのような場面なのか分かりづらい場合は、もう一度その部分を繰り返し鑑賞し、理 

  解できるように支援する。 

課題 ３年１組だけの長唄「勧進帳」を創り上げよう！ 

長唄①「旅の衣は～」 

長唄②「これやこの～」 

長唄③「時しも頃はきさらぎの～」  拡大譜面 

寄席の合方 

大型ＴＶ 

① 本日の学習の流れ 

② 「勧進帳」の物語に

ついて 

③ 映像視聴 


